



































































































誌」(9.0%), r人前での緊張J (3.7%)と続き,最も低か 
ったのが「意欲j(3.1%)であった。実習後ではr対応 


























ども)J (90.4%),「対応(酗mj (76.9%), r勤務態 
度J (75.0%),「技術」(59.6%),「日誌」(55,8%),「そ 






























































ては最も低かった(「技術J (〇.〇%). f声かけ」(0.0#). 
fケンカ」(0.0%), f泣く子j (0.0%),「援助」(0.0%), 




「子どもの心」(7.9%), r関わりj (6.6%),「声かけ」 
(6.6%),「技術』(5.3%),「泣く 子J (3.9%),「ケガ. 




















































































rビアノJ (46,30.「手舫J (17.3%),「絵本J (13.5%), 
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観察実習を休m■る的と後の詳細な比較がなされてい 
ることで、学生の実習に対する思いの全体的な傾向が 
わかり、今後の実習指導に役立つ内容かと思われます。 
また、このことはここで述べられている観察実習だけ 
でなく、「実習Jという授業形態全般における、前と後 
の学生の様々な成長度合いを確認するという視点でも 
有益かと思います。今後は、全体像だけでなく、個人 
の変化も詳細にみていくことによって、益*有益な情 
報がみえてくる気がします。 (担11 :内田直子)
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